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空港アクセス鉄道のルート方針決定について

＜令和４年９月定例会＞（知事答弁等抜粋）

〔調査概要〕
・概算事業費は肥後大津ルートが４１０億円と最も低額な試算となり、Ｂ／Ｃについて
も肥後大津ルートが最も事業効果が高いとの試算。

〔定量的に試算できない様々な効果〕
・直通運行により乗り換えが不要であり、ＪＲ九州による豊肥本線等との一体的・効率的
な運行管理や将来の機能強化といった効果が期待。
・人口増加が続いている沿線地域全体を一つの路線でカバーできるとともに、企業進出が
続く産業面での発展も広く取り込むことができる。
・南阿蘇鉄道の肥後大津駅への乗り入れが実現することにより、観光客の増加が期待。

知事が「肥後大津ルートに将来の発展性を感じる」と答弁

ルート決定に至る経緯（１）



ルートの追加検討に係る中間的な調査概要

項 目 三里木ルート 原水ルート 肥後大津ルート

概算事業費（税込）※1

［整備延長］

約490億円
［約8.8㎞］

約530億円
［約9.1㎞］

約410億円
［約6.8㎞］

工事期間※1 用地買収期間含む
８年 （＋ 準備期間(環境影響評価等) ４年）
＜開業時期は、2034年度末(R16年度末)を想定＞

豊肥本線との接続 乗換 乗換 直通※2

所要時間
（距離）

熊本駅-空港駅
約41分 約43分 約44分 (快速 約39分※3)

(約24.6㎞) (約28.0㎞) (約29.4㎞)

需要予測 予測年次2035年
約5,800人/日

(うち中間駅：約400人/日)
約4,700人/日 約4,900人/日(～約5,500人/日※3）

費用便益分析
（B/C）

30年 1.01 0.72 1.03（～1.21※3）

50年 1.18 0.82 1.21（～1.42※3）

収支採算性
(累積資金収支黒字

転換年)

[想定事業スキーム]
国補助1/3、県補助1/3 34年

40年以内に
黒字転換しない

36年（～30年※3）

[現行補助制度]
国補助18%、県補助18% 40年以内に黒字転換しない

三里木ルート、肥後大津ルートは、事業の予算化に資する評価指標（B/C）が1.0以上であるとともに、補助率が総事業費の国補助1/3、県補助
1/3の場合、鉄道事業許可の採択基準（40年以内の累積資金収支黒字転換）を満たしている。

※1：今後の関係機関との協議及び調査検討の深度化、物価上昇等により、事業費や工事期間が変動する場合がある。 概算事業費の価格年次は2021年4 
月価格。

※2：詳細はJR九州と要調整。
※3：熊本駅～空港駅間において、JR豊肥本線の運行ダイヤが過密な午前7時～午前9時の時間帯以外で、快速運行を追加する場合の可能性に

ついて、県が設定する前提条件（＋14本/日(＋1本/ｈ)〔片方向〕）をもとに試算。 2
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空港アクセス鉄道のルート方針決定について

①令和４年１０月 ７日（金）
・経済５団体（熊本経済同友会、熊本商工会議所、熊本県中小企業団体中央会、
熊本県経営者協会、熊本県商工会連合会）から県に対し、空港アクセス鉄道の早期実
現に関する要望

②令和４年１０月１８日（火）
・県議会議長・地元経済界・県選出国会議員によるオール熊本で、国土交通大臣に対し
整備費の１／３の財政支援等の特別な配慮を要望。

③令和４年１１月 ９日（水）
・第５回空港アクセス検討委員会を開催し、「追加調査に係る中間的な調査概要」等に
ついて説明。
・委員会の意見として「肥後大津ルートが妥当」との結論。

ルート決定に至る経緯（２）
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空港アクセス鉄道のルート方針決定について

ルート決定に至る経緯（３）

○ 令和４年１１月２９日、肥後大津ルートに関する確認書をＪＲ九州との間で取り交わし。「空港
アクセス鉄道と豊肥本線全体の利便性の最大化及び運営の効率化という目標を共有」の上、直通運
転を基本として検討する等、空港アクセス鉄道の早期実現に向けて取り組むことを確認。

○ 今後、鉄道事業許可に向けて、引き続き、運営方法や費用負担等の詳細についての協議を行う。

肥後大津ルートに関する確認書

１ 空港アクセス鉄道と豊肥本線の接続は直通運転を基本として
検討する。検討にあたっては、豊肥本線利用者の利便性維持を前
提とする。

２ 運営の方法については、確認書（三里木ルート）に基づく運
行受委託方式に加え、上下分離方式により下部分については県が
設立する第三セクター（以下「３セク」という。）が運営し、上
部分についてはＪＲ九州が豊肥本線と一体的に運行を担う方式を
検討する。

３ 整備費の負担については、整備費の１／３を上限にＪＲ九州
が拠出するとした確認書（三里木ルート）と上記２で決定する運
営の方法を踏まえ協議する。

４ 上下分離方式の場合、ＪＲ九州が３セクに支払う施設使用料
の水準については別途協議する。なお、仮に上部分の運行で赤字
が生じた場合の対応についても別途協議する。

５ ルート決定後の詳細調査による事業費や需要予測及び収支採
算性の変動に対しても、双方誠意を持って協議する。
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空港アクセス鉄道のルート方針決定について

＜令和４年１２月定例会＞（知事答弁等抜粋）

〔空港アクセス検討委員会の見解〕
・「肥後大津ルートが妥当である」と、委員会としての最終判断。

〔ＪＲ九州との確認書の取り交わし〕
・空港アクセス鉄道と豊肥本線全体の利便性の最大化及び運営の効率化という目標を共有し、早
期実現に向け協働して取り組んでいくことを確認。

〔豊肥本線沿線地域での民間投資〕
・ＴＳＭＣの進出に伴う関連企業の進出による民間投資の動きが活発化。
・原水駅周辺では新たな街づくりの計画が、肥後大津駅周辺地域では多くのマンション等の建設計
画が進んでいる。
・沿線地域全体を幅広くカバーできる空港アクセス鉄道が実現すれば、更なる発展は現実的になる。

知事が「空港アクセス鉄道は『肥後大津ルート』とする」ことを表明

ルート決定に至る経緯（４）
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ルート方針決定を受けての県議会での議論について

【松田議員質問から抜粋】
・知事の英断を高く評価し、全面的に支援する。
・空港アクセス検討委員会の意見、ＪＲ九州との確認書の取り交わしを踏まえ、肥後大
津ルートの将来の発展性への期待は確信へと変わり、今回の決断に至った、との御説明
ではなかったかと思う。
・私も、知事の決断に至った経緯や先述の中間的な調査概要などを踏まえると、肥後大
津ルートが最適であると、まさに確信している。早期実現に向けた決意をお聞かせ願いた
い。

【知事答弁から抜粋】
・空港アクセス鉄道の整備は、私が知事に就任した直後から提唱している「大空港構想」
をけん引する事業として、また、熊本地震からの創造的復興の総仕上げとなるプロジェク
トであると考えています。熊本の輝ける未来の礎として 、早期実現に向けて全力で取り
組んで参ります。

令和４年１２月定例会 松田議員一般質問の概要



ルート方針決定を受けての県議会での議論について

令和４年１２月定例会における決議

7

熊本県議会における空港アクセス鉄道整備の

早期実現に関する決議（抜粋）

知事が令和４年１２月定例会冒頭に「肥後大津ルート」
とすることを決断されたことを踏まえ、空港アクセス鉄
道の早期実現に向け、熊本県議会としては、下記の事項
を強く求めるものである。

１ 国家プロジェクトであるＴＳＭＣの進出を踏まえ、

空港周辺地域及び県全体の交通ネットワークを強

化するため空港アクセス鉄道を早急に整備すること。

２ 国に対しさらなる財政支援を求めるとともに、強い

覚悟を持って事業に取り組むこと。

３ 確認書に基づくＪＲ九州との協議を急ぎ、応分の整

備費及び運営費の負担を求めること。
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今後のスケジュール
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鉄道概略設計事前調査
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都市計画決定手続き
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（参考資料１）
空港アクセス鉄道 ルート概要図
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（参考資料２）
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